　　母の挑戦
　　　　　　　　　　　　　　　　　福井県鯖江市東陽中学校　　２学年
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大槻　　彩音
　「彩音、お母さんあなたと一緒に走ろうと思うの。」
突然母が言い出しました。私は、
「えっ、何をふざけたこと言ってるの。その年になって走るの。」
と軽く受け流していました。
　母の性格は、とても明るく楽観的です。失敗することがあっても、
「これでまた１つ賢くなったわ。」
と言い、気にすることもないのです。私からしてみれば、「かなりお気楽な人」なのです。
　そんな母が私と一緒に走るって、冗談なのか本気なのか最初は分かりませんでした。しかも、今の母には持病があります。それは、貧血です。
　ある日、私は偶然、救急箱の中に母の名前が書いてある病院の薬袋を見つけました。母に何の薬かと聞くと、
「貧血よ、貧血。本気で治して、来年つつじマラソンでデビューするよ。」
と、笑って言いました。本気でした。あの言葉は本気で言っていたのだと、私は確信しました。そして、母の明るさは、お気楽な明るさではなく、前向きな明るさだと気づいたのです。
　思い返してみると、私は、母から走ること、そしてあきらめないことを教えてもらったような気がします。
　私は、小学５年生の時、連合体育大会の持久走の選手に選ばれましたが、走ることに自信がなく、とても不安でした。そんな私に、
「自信をつけよう。練習すれば、自信がついて不安な気持ちもなくなるよ。」
と言って、毎晩、走る練習を一緒にしてくれました。その時に、母は私に言ったのです。
「お母さんも、小学生の頃、走るのが苦手だったけれど、速く走れるようになりたくて練習したら、速く走れるようになったよ。あきらめたら、そこで終わり。なげだしたりしたらあかんよ。」
　母の背中を追いながらの練習は、坂道を走ることが多く、小学校での練習よりも辛いものでした。しかし、走るたびに母の背中が大きく見えるようになってきました。私は、何事もあきらめずに取り組めば、自信が持てるようになり、やりとげられるものだということを感じたのです。
　大会の当日、私は、毎晩練習したことを思い出し、自信を持って走りました。初めは順調でしたが、だんだん離されていき順位も落ちていきました。しかし、最後まであきらめずに走り抜いた結果、タイムは自己ベストを更新していました。練習が辛くて、走ることが嫌になり、ゆううつになった時もあったけれど、それらを一瞬にして消してしまうくらいの喜びがこみあげました。あきらめない気持ちが大きな力になっていたのです。
　そして、その気持ちを胸に私は今、中学でも陸上部に入り、長距離を走っています。今は、どんどん自分の力が伸びていくことに喜びを感じています。
　つつじマラソンを走るといった母にそのわけを聞くと、
「あなたの走る姿を見ていたら、一緒に走りたくなったの。まずは、この１年で体づくりをして、来年４０歳。これを機に挑戦してみるわ。やって出来ないことはないでしょ。」
と答えました。
　今まではげましてくれた母が、今度は自分も挑戦するというのです。私のがんばる姿が、今度は母に夢を与えたのかと思うと、嬉しくなりました。
　母の挑戦は、始まったばかりです。夢は、来年のつつじマラソンに親子で出場することです。母の夢や挑戦が、今、私の夢や挑戦でもあります。「やってできないことはない。あきらめたらそこで終わり。かかんに立ち向かうべし。」母の大好きな言葉です。この言葉を胸に、これから夢に向かって、母と私の二人三脚でかかんに立ち向かっていきます。
　　　
